
1

2 0 1 7 . 1 . 3 1
第　45　号

発行　宮柊二記念館
TEL・FAX
025ー794ー3800

皆
さ
ま
か
ら
の
支
え
で

　

全
国
的
に
は
度
重
な
る
台
風
被
害
が
報
道
さ
れ
る
な

か
、
昨
年
の
新
潟
の
米
の
作
況
指
数
は
一
〇
八
の
豊
作

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

柊
二
没
後
三
十
年
に
あ
た
る
今
回
の
企
画
展
の
テ
ー

マ
は
「
コ
ス
モ
ス
に
つ
ど
う
歌
人
た
ち
」。
三
月
の
運

営
委
員
会
に
於
い
て
最
終
決
定
、
そ
の
後
、
限
ら
れ
た

期
間
の
な
か
で
リ
ス
ト
作
成
か
ら
資
料
提
供
の
依
頼

等
々
…
多
忙
を
極
め
る
先
生
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
す
る
一
方
で
、
こ
の

記
念
館
の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
け
た
こ
と
に
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
地
域
の
方
の
協
力
の
下
、
展
示
室
前
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
を
利
用
し
て
の
絵
画
展
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
へ
の
短
歌
普
及
に
つ
い
て
は
、
は

じ
め
て
高
校
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
有
り
対
応
す
る
こ
と
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
小
中
学
校
に
留
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ

か
ら
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
開
館
か
ら
四
半
世
紀
が
経
と
う
と
し
て
い
る
中

で
、
ご
遺
族
か
ら
は
お
り
に
ふ
れ
助
言
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
貴
重
な
資
料
の
提
供
が
続
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
潟
・
魚
沼
は
い
よ
い
よ
厳
し
い
雪
の
季
節
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
昨

年
も
各
地
で
の
災
害
発
生
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
が
過
ぎ
た
一
年
を

顧
み
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
と
な
る
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

宮柊二記念館外観（平成２８年１２月）
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宮
柊
二
没
後
三
十
周
年
記
念

「
コ
ス
モ
ス
に
つ
ど
う
歌
人
た
ち
」展

宮
柊
二
の
文

学
理
念
を
仰
ぎ
つ
ゝ

老
い
吾
も
歌
は
ん

さ
ら
に
さ
ら
に
生

き
て

　
宮
柊
二
を
語
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
コ
ス
モ
ス

短
歌
会
。
コ
ス
モ
ス
歌
人
た
ち
が
師
・
宮
柊
二
を
詠
ん
だ
短
歌

作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
は
、
宮
柊
二
が
逝
去
し
て
か
ら
三
十
年

目
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
歌
人
・

宮
柊
二
を
語
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
業
績

は
、
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
で
す
。
今
回
は
「
コ
ス
モ
ス
に
つ

ど
う
歌
人
た
ち
」
と
し
て
、
現
在
歌
壇
で
活
躍
中
の
柊
二

と
親
交
の
深
か
っ
た
コ
ス
モ
ス
歌
人
二
十
三
名
の
方
か
ら

師
・
宮
柊
二
を
詠
ん
だ
短
歌
作
品
の
直
筆
色
紙
を
い
た
だ

き
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
色
紙
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
方
の
歌
集
等
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
て
い
る
歌
人
が
師
・
宮
柊
二
に
寄
せ
る
想
い
を

詠
ん
だ
歌
…
皆
様
か
ら
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
色
紙
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
歌
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

奥
村
晃
作
、
影
山
一
男
、
桑
原
正
紀
、
木
畑
紀
子
、
小

島
ゆ
か
り
、古
屋
祥
子
、仙
田
善
雄
、橘
芳
圀
、田
宮
朋
子
、

仲
宗
角
、
日
影
康
子
、
日
野
原
典
子
、
福
士
り
か
、
摩
尼

久
晴
、水
島
晴
子
、宮
里
信
輝
、森
重
香
代
子
。（
敬
称
略
）

 

柊
二
亡
き
こ
の
世

の
さ
く
ら
花
び
ら

が
び
び
び
、
び
び
び

と
曇
に
ふ
る
ふ

高野公彦（たかの きみひこ）

 《略歴》
昭和十六年愛媛県生れ。現在、「コスモス」
選者・編集人。

陰
惨
の
世
紀
を

生
き
て
戦
争
を

描
き
し
ピ
カ
ソ

詠
ひ
し
柊
二

武田弘之（たけだ ひろゆき）

《略歴》 
昭和七年愛知県生れ。元「コスモス」選者。

杜澤光一郎（とざわ こういちろう）

《略歴》
昭和十一年埼玉県生れ。日本歌人クラブ
参与、「コスモス」選者。

塩
の
道
案
内
を

　

し
つ
ゝ
山
の
湯
に

先
生
の
背
を

　

流
し
つ
わ
れ
は

松田護夫（まつだ もりお）

《略歴》
昭和七年新潟県生れ。コスモス賞受賞、
元選者、歌集に『市塵』。
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オープニングセレモニーより

山本先生からは、深い内容のお話を
いただきました。

　

今
回
の
展
示
に
は
、宮
柊
二
の
歌
集
も
展
示
し
て
あ
り
、

そ
の
中
に
は
英
子
夫
人
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
歌
集
も
あ

り
ま
す
。
展
示
し
て
あ
る
歌
集
は
、
第
一
歌
集
『
群
鶏
』

か
ら
『
冬
至
集
』
ま
で
の
ほ
か
、『
純
黄
』、『
緑
金
の
森
』、

『
白
秋
陶
像
』
で
す
。
な
お
、『
純
黄
』
は
英
子
夫
人
に
よ

る
特
別
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
外
装
は
素
晴
ら
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ス
モ
ス
創
刊
号
や
記
念
号
を
コ
ス
モ
ス
編
集

部
の
写
真
と
共
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

狩野一男（かのう かずお）

《略歴》 
昭和二十六年宮城県生れ。現在「コスモス」
選者・編集委員。

岡崎康行（おかざき やすゆき）

《略歴》
昭和十五年山形県生れ。現在、「コスモス」
選者。

左から『白秋陶像』、『緑金の森』『純黄』「コスモス」創刊号

　

五
月
十
四
日
に
は
、「
コ
ス
モ
ス
に
つ
ど
う

歌
人
た
ち
」
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

市
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
新
潟
県
小
千
谷
市
在

住
の
山
本
清
さ
ん
か
ら「
柊
二
と
の
お
も
い
で
」

と
題
し
て
、
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
本
先
生
は
、
胸
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
宮
柊

二
と
の
思
い
出
を
、
宮
柊
二
の
言
葉
や
中
山
礼

治
氏
（
故
）
と
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

話
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
当
時
の
宮
柊

二
の
姿
や
人
柄
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
非
常
に
貴

重
な
講
演
で
し
た
。

　

な
お
、「
コ
ス
モ
ス
に
つ
ど
う
歌
人
た
ち
」

展
は
平
成
二
十
九
年
三
月
末
ま
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 「
柊
二
と
の
お
も
い
で
」

近
寄
り
が
た
く

　

親
し
み
深
く

先
生
は
し
づ
か
に
ま
し
き

　

わ
れ
ら
の
上
に

先
生
の
眼
鏡
は

あ
り
ぬ
昆
虫
の

肢
の
ご
と
く
に
折
り

た
た
ま
れ
て
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桑
く わ

　原
は ら

　正
ま さ

　紀
き

 さん

　１９４８年広島県生ま
れ。
　１９７３年、コスモス
短歌会入会。
　１９７６年、コスモス

「桐の花賞」を受賞。
１９８５年、同人誌『桟
橋』を高野公彦らと創刊。１９９０年、コ
スモス賞およびコスモス評論家賞を受
賞。２００９年、短歌研究賞を受賞。現在、

「コスモス」選者、編集委員。
　歌集、歌書に『一天紺』『妻へ。先
年待たむ』『天意』『歌の光芒』『宮英
子の歌』『花西行』などがある。

　

今
回
で
第
二
十
二
回
目
と
な
る
短
歌
大

会
は
、
十
一
月
十
二
日
に
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
応
募
状
況
は
、
一
般
の
部
で

九
六
六
首
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
、
一
万
一

千
首
を
超
え
る
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
短
歌
に
親
し
む
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
伝
統
的
な
文
芸
で
あ
る
短
歌
の

学
習
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
多
感
な

時
期
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
指
を
折
り
な
が
ら
短
歌
を
つ
く
る
こ

と
は
貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

選
歌
を
お
願
い
し
ま
し
た
久
我
田
鶴
子

先
生
と
桑
原
正
紀
先
生
に
は
大
変
な
難
儀

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
作
品
数
が

多
く
な
っ
た
分
、
優
れ
た
歌
も
増
え
て
い

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。　

第
二
十
二
回 

宮
柊
二
記
念
館 

全
国
短
歌
大
会

応
募
数
は
一
万
二
千
首
以
上

第22回　宮柊二記念館全国短歌大会 表彰式
◎日　時　　平成２８年１１月１２日㈯　１２:３０～１５:００
◎会　場　　魚沼市堀之内公民館　大ホール
　　　　　　宮柊二記念館隣り
◎内　容　　①選者講評
　　　　　　②表彰式
◎交　通
　〔 車 〕　関越自動車道　堀之内ＩＣ　３分
　〔鉄道〕　上越線 越後堀之内駅　車で３分・徒歩１５分
◎その他
　記念館において特別賞受賞者の短歌色紙を展示しました。

短歌大会　応募状況

区　分 応募作品数

一般の部 966首

ジュニアの部 11,695首

（小学生） 2,848首

（中学生） 3,406首

（高校生） 5,441首

総　　計 12,661首

短歌大会　選者ご紹介 久
く

我
が

　田
た

鶴
づ

子
こ

 さん

　１９５５年、千葉県生
まれ。
　大学在学中に作歌
をはじめ、１９７７年「地
中海社」に入社。
　小野茂樹の作った
羊グループに所属。
３０代より「地中海」編集委員。
　大学卒業後３０年間、高校教諭として
勤務した。定年まで８年を残して職を
辞し、現在、「地中海」編集人、現代
歌人協会理事。
　歌集に『転生前夜』『島恋行』『雨を
見上げる』『菜種梅雨』など８冊、歌
書に『雲の製法−小野茂樹ノート』が
ある。
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平成28年度 前期事業
　年度の前半が終わり、今年度前半の事業等を
振り返ってみました。その一部をご紹介いたし
ます。

　今年度もこれまでに貴重な資料をお預かりすることができました。
厚く感謝申し上げます。今後も大切に保存してまいります。

東京短歌会魚沼をめぐる旅

　７月２４日、歌人の岡崎康行先生を講師に迎え「私
記録詠のころ」と題して宮柊二講座を開催しました。
私記録詠五十首が発表された昭和３６年頃について、
時代背景をなどをまじえて詳しく説明していただき
ました。

宮柊二講座「私記録詠のころ」

　６月16日、高野公彦先生をはじめコスモス東京短
歌会のご一行10名をお迎えいたしました。企画展を
鑑賞のあと、堀之内やなで昼食、市内の歌碑や宮林
墓所などゆかりの地を案内させていただきました。

滝澤治絵画展

　８月６日から２１日まで、地域
の絵画サークル「白象会」で活
躍中の堀之内在住、中林一夫さ
んの絵画展を開催しました。絵
画展期間中には大勢の方から来
館いただきました。

中林一夫絵画展

　宮布由樹様から、宮柊二
の礼服一式を寄託いただき
ました。こちらの礼服は昭
和５２年、第３３回日本芸術院
賞の受賞式、歌会始をはじ
め諸行事において着用され
ていたとのことです。

宮柊二の眼鏡（寄託）礼服一式（寄託）

　宮布由樹様
から、宮柊二
愛用の眼鏡を
寄託いただき
ました。

新資料紹介

　９月１０日から２５日まで、地域の絵画サークル「白
象会」で活躍中の堀之内在住、滝澤治さんの絵画展
を開催しました。迫力のある大判の絵画を展示いた
だきましたが、スペースが限られておりご不便をお
かけいたしました。
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二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
宮
柊
二
生
誕
百
年
記
念

コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の

片
柳
草
生
さ
ん
の
講
演
記
録
を
コ
ス
モ
ス
短
歌
会

新
潟
県
支
部
が
製
作
し
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
発

行
し
ま
し
た
。

　

当
館
に
も
所
蔵
し
、
一
冊
三
百
円
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　記念館の第ニ展示室内には、柊二の書斎を再現したコーナーがあり、
柊二が使用した椅子や湯のみ、杖などが展示してあります。柊二の愛用
した品々、往時の歌人としての柊二の「活動の本拠地」をうかがうこと
ができます。

宮柊二記念館収蔵資料紹介　№ 45

宮
柊
二
の
書
斎
再
現
コ
ー
ナ
ー

�

（
第
二
展
示
室
）

宮柊二記念館だより　　第45号
発　行　2017．1．31
問合せ　宮柊二記念館（〒949-7413　新潟県魚沼市堀之内117-6）　　TEL･FAX　０２５−７９４−３８００
　　　　メール　miya-museum@city.uonuma.niigata.jp� ホームページ　http://www.city.uonuma.niigata.jp/miyashuji

　
宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
会
費
は
一
、〇
〇
〇
円
で
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
宮
柊
二
記
念
館
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

「
友
の
会
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
歌
び
と
と
し
て
、父
と
し
て
」

当
館
で
販
売
し
て
お
り
ま
す

「歌びととして、父として」
講演　片柳　草生


